
令和元年度　施策評価シート

評価

Ｂ

指　標　名

60.00

基準年(H28) H29 H30 R1

理由

墨田区男女共同参画推進プランの進捗状況報告書の結果を踏まえ、一定の成果はあったと判断する。

62.50

65.6

「家庭や社会での役割が、性別で固定されている」と思う区民の割合
【平成27年度墨田区基本計画策定に向けた社会調査（指標現状調査）報告書】

45,266

47,144
審議会等の女性委員の割合は、微増ながら増え続けて平成29年度は28.8％だったが、平
成30年度は26.5％と減少を示した。
男女共同参画意識の向上と、すみだ女性センターの利用者数を増やすには、講座等の開
催事業に、男性の参加率も増やす工夫が必要である。
複雑化、高齢化しているＤＶ相談だが、さらに、働く女性の増加により、夜間や休日の相談
の需要が高まると予想されることから、より多様なニーズに応える対策が必要である。
１年ごとに、推進プランに対する進捗状況報告を作成し公表してきたが、加えて今年度は、
５年間のプラン全体の総括を検討する。

H30 45,602

３ 施策の評価及び判断理由

基本目標

政策 530 世界の平和を願い、人権を尊重するまちをつくる

R2 R3 R4 R5 R6 R7H30 R1H29

指　標　名 「男女共同参画が進んでいる」と思う区民の割合
【平成27年度墨田区基本計画策定に向けた社会調査（指標現状調査）報告書】

区民と区が協働で「すみだ」をつくるⅤ

基準年(H28)

施策 532 男女共同参画を推進する

施策の目標
　女性と男性が互いにその人権を尊重し、責任を分かちあい、性別に関わりなく、
仕事、家庭、地域のあらゆる分野で参画する機会が確保され、個性と能力を発揮
できる社会となっています。

１ 基本計画における成果指標の状況

実績

60.0055.00

49.2

目標

実績

２ 目標と現状(実績)についての分析及び総事業費推移

指標の推移・施策の課題や問題点について記述

R2 R3 R4 R5 R6 R7
目標

４　今後の施策の運営方針

【今後の具体的な方針】

施策の戦略的方向性

(１)　優先的に資源投入を図る。

(２)　現状維持とする。

(３)　現状維持だが、より効率的な運営を図る。

(４)　資源投入の縮小を図る。

評価結果

【上記の判断理由】

○

H29

H28

総事業費推移（千円）

今年度からスタートした墨田区男女共同参画推進プラン（第５次）に基づき、各施策の管理サイクルを丁寧に展開するとと
もに、社会の変化の中で、新たな課題を検証し、取り組むこととする。

すみだの男女共同参画社会の実現のため、総合的かつ計画的に施策の推進が図られているため。



評価対象年度

目的に対する指標

60

49.2

65.6

31,456

12,546

6,584

49.2

49.2

60

49.2

3,937

男女共同参画の推進・普
及・啓発

830
改善・見直し

9

現状維持

平成３０年度

現状維持

60

49.2

8

6 DV予防啓発経費 4,671 7,875

5 女性センターの維持管理 20,628 10,828

7 情報資料コーナー経費
60

12

11

10

678 5,906
49.2

年度目標値

年度実績値

1
男女共同参画推進プランの

改定
5,454 3,937

現状維持

平成３０年度

５　この施策に係る事務事業（重要度・貢献度順）                     

直近の評価内容

評価結果

9,391

60

歳　出
決算額

（千円）
事務事業名番号

人コスト
（千円）

歳　出
総　額
（千円）

施策への関連性

平成３０年度

現状維持

平成３０年度

現状維持

平成３０年度

11,812

3
ワーク・ライフ・バランス推

進事業
113

60

2 12,642

4,050

4 女性センター事業費 13,228 14,765

60

27,993

平成３０年度

現状維持

平成３０年度



令和元年度　事務事業評価シート

施 策 532

事 業 名

根拠法令

関連計画

実施基準 実施方法 一部委託

事業内容

議会質問

の 状 況

そ の 他

特記事項

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度

0 0 0 5,075 5,590 0

0 0 0 4,665 5,454 0

0 0 0 4,665 5,454 0

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 91.9% 97.6% #DIV/0!

節 金額 節 概要 金額 節 概要 金額

報酬 179 委託料 プラン策定委託 5,454

需用費 4

委託料 4,482

執行率（％）

一般財源

平成２９年度（決算）

経 過

区独自基準

男女共同参画を推進する 部内優先順位

男女共同参画推進プランの改定 1

平成10年度　墨田区男女平等推進プラン（第１次）策定　（平成11年～平成15年度計画）
平成15年度　墨田区男女共同参画推進プラン（第２次）策定　（平成16年度～20年度計画）
平成19年度　区民意識調査実施、審議会にプラン見直し部会設置・答申
平成20年度　墨田区男女共同参画推進プラン（第３次）策定　（平成21年度～25年度計画）
平成24年度　区民意識調査、審議会にプラン改定部会設置・答申
平成25年度　墨田区男女共同参画推進プラン（第４次）策定　（平成26年度～30年度計画）
平成28年度　区内事業所実態調査実施
平成29年度　区民意識調査、審議会にプラン見直し部会設置・答申
平成30年度　墨田区男女共同参画推進プラン（第５次）策定　（平成31年度～35年度計画）

男女共同参画社会基本法、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律、配偶者からの暴力の防止及び被害
者の保護等に関する法律、墨田区女性と男性の共同参画基本条例、第４次男女共同参画共同参画基本計画（国）、
東京都男女平等参画推進総合計画

墨田区における男女共同参画社会の実現のための施策について、行動計画を５年毎に策定している。

平成31年度からの新プランを策定するため、区長の附属期間である「墨田区男女共同参画推進委員会」から平成30
年3月に示された答申を踏まえ、全庁的な策定体制により施策を検討した上で、とりまとめをした。
【プラン改定のための基礎資料】
○女性活躍及びワーク・ライフ・バランスに関する墨田区内事業所調査（平成28年度実施）
○墨田区男女共同参画に関する調査（平成29年度実施）

開始年度 平成10年度 終了予定

（他区の状況・年間スケジュール・関連部署等）

予算・決算額推移（千円）

予算現額（事業費）

決算額（令和元年度は見込み）

国

都

その他

財 源

プラン改定部会報酬

製本テープ外

区民意識調査

概要

予算・決算の内訳（単位：千円）

平成３０年度（決算） 令和元年度（予算）

目 的 　男女共同参画社会の実現のため、総合的かつ計画的に施策を推進するための「男女共同参画
推進プラン」を策定する。

人員体制・委託先 常勤２

主管課・係（担当）

人権同和・男女共同参画課
男女共同参画担当

5608-6512

対 象 者 区在住在勤者及び区内事業者



指　標 単　位

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１

目標 30 35 35 45

実績 18 46 39

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 50 50 55 55 60 60

実績

指　標 単　位 ％

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１

目標

実績 49.2

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 55 60

実績

現状維持

課題・問題点

男女共同参画社会基本法第１４条第３項及び墨田区女性と男性の共同参画基本条例第１０条に基づく男女共同参
画推進施策についての行動計画の策定であるため、代替可能性はないと思われる。

手 段 に

対する指標

(活動指標 )

男女共同参画社会実現のための意見交換会の参加者数

60 Ｒ7

指標の選定理由及び目標値の理由

【指標の選定理由】男女共同参画に対する関心の度合いが測れるため。
【目標値の理由】墨田区男女共同参画推進委員との意見交換会において、より多くの方が参加し、意見交換が活発
になるには、過去の開催実績から基準年の３倍程度の人数が理想であるため。

目 的 に

対する指標

(成果指標 )

「男女共同参画が進んでいる」と思う区民の割合

60 Ｒ7

指標の選定理由及び目標値の理由

【指標の選定理由】男女共同参画の推進について、直接測っている指標のため。
【目標値の理由】本指標は、基本計画における指標であるため、同じ目標値とした。

男女共同参画社会の実現を目指し、５年毎に策定する。

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

事 業 の

成 果



令和元年度　事務事業評価シート

施 策 532

事 業 名

根拠法令

関連計画

実施基準 実施方法 直営

事業内容

議会質問

の 状 況

そ の 他

特記事項

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度

4,917 1,450 3,331 2,314 1,579 1,877

4,185 1,020 2,380 1,505 830 1,877

4,185 1,020 2,380 1,505 830 1,877

85.1% 70.3% 71.5% 65.0% 52.6% 100.0%

節 金額 節 概要 金額 節 概要 金額

報酬 408 報酬 推進委員報酬 341 報酬 推進委員報酬 732

報償費 63 報償費 講師謝礼 77 報償費 講師謝礼 212

旅費 4 需用費 実績報告書印刷 384 需用費 実績報告書印刷 721

需用費 988 役務費 委員会資料発送 21 役務費 委員会資料発送 81

役務費 42 委託料 一時保育委託 5 委託料 一時保育委託 112

執行率（％）

一般財源

実績報告書印刷

委員会資料発送

平成２９年度（決算）

経 過

区独自基準

男女共同参画を推進する 部内優先順位

男女共同参画の推進・普及・啓発 2

平成10年度　墨田区男女平等推進プラン（第１次）策定　（平成11年～平成15年度計画）
平成15年度　墨田区男女共同参画推進プラン（第２次）策定　（平成16年度～20年度計画）
平成19年度　区民意識調査実施、審議会にプラン見直し部会設置・答申
平成20年度　墨田区男女共同参画推進プラン（第３次）策定　（平成21年度～25年度計画）
平成24年度　区民意識調査実施、審議会にプラン見直し部会設置・答申
平成25年度　墨田区男女共同参画推進プラン（第４次）策定　（平成26年度～30年度計画）
平成28年度　区内事業所実態調査実施
平成29年度　区民意識調査実施、審議会にプラン見直し部会設置・答申
平成30年度　墨田区男女共同参画推進プラン（第５次）策定　（平成31年度～35年度計画）

男女共同参画社会基本法、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律、配偶者からの暴力の防止及び被害
者の保護等に関する法律、墨田区女性と男性の共同参画基本条例、墨田区女性と男性の共同参画基本条例施行規
則、墨田区男女共同参画推進本部設置要綱、墨田区女性活躍推進協議会設置要綱

「墨田区女性と男性の共同参画基本条例」に基づき、男女が個人として尊重され、責任を分かち合い、性別にかかわり
なく個性と能力を発揮できる男女共同参画社会の実現をめざして、講座や講演会の開催、情報誌等さまざまな媒体に
よる情報提供により、意識や取組の普及・啓発・推進に努める。
【会議】
墨田区男女共同参画推進委員会（４回）、同部会（各３回）、同推進本部会（２回）、同推進本部幹事会（３回）、墨田区
女性活躍推進協議会（１回）、苦情調整委員会（案件発生時）、庁内ＤＶ防止連絡会（２回）、
【普及・啓発等】
区民との意見交換会（１回）、啓発冊子の作成と配布、男女共同参画推進プランの進捗状況報告書作成と公表、区報
及び公式ホームページを使用した普及啓発活動、審議会等への女性委員の任用拡大への働きかけ、区職員向け啓
発誌の発行（２回）

開始年度 昭和56年度 終了予定

（他区の状況・年間スケジュール・関連部署等）

予算・決算額推移（千円）

予算現額（事業費）

決算額（令和元年度は見込み）

国

都

その他

財 源

推進委員報酬

講師謝礼

セミナー打合せ、勉強会

概要

予算・決算の内訳（単位：千円）

平成３０年度（決算） 令和元年度（予算）

目 的
　「墨田区女性と男性の共同参画基本条例」に基づき、広く区民、区職員、区内在勤者及び区内事
業者に、男女共同参画に関する理解を深めるための会議や啓発活動（男女共同参画推進プランの
施策）を実施する。

人員体制・委託先 常勤２

主管課・係（担当）
人権同和・男女共同参画課

男女共同参画担当

5608-6512

対 象 者 区在住在勤者及び区内事業者



指　標 単　位 人

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１

目標 30 35 35 45

実績 18 46 39

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 50 50 55 55 60 60

実績

指　標 単　位 ％

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１

目標

実績 42.9

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 55 60

実績

改善・見直しのうえ継続

課題・問題点

男女共同参画社会基本法において、地方公共団体は、基本理念に則り、男女共同参画社会の形成の促進に関して、
国や都の施策に準じた施策や地域の特性に応じた施策を策定及び実施する責務を有している。
そのためには、制度の整備はもとより、家庭、職場、学校及び地域のあらゆる場において、固定的性別役割分担意識
に基づく社会的慣行・慣習を是正し、人々の意識を変えることが不可欠である。よって、今後も継続して意識啓発に努
める必要がある。

手 段 に

対する指標

( 活動指標 )

男女共同参画社会実現のための意見交換会の参加者数

60 37

指標の選定理由及び目標値の理由

【指標の選定理由】男女共同参画に対する関心の度合いが測れるため。
【目標値の理由】墨田区男女共同参画推進委員との意見交換会において、より多くの方が参加し、意見交換が活発に
なるには、過去の開催実績から基準年の３倍程度の人数が理想であるため。

目 的 に

対する指標

( 成果指標 )

「男女共同参画が進んでいる」と思う区民の割合

60 Ｒ7

指標の選定理由及び目標値の理由

【指標の選定理由】男女共同参画の推進について、直接測っている指標のため。
【目標値の理由】本指標は、基本計画における指標であるため、同じ目標値とした。

男女共同参画社会の実現を目指し、施策を総合的かつ計画的に推進する。

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

事 業 の

成 果



令和元年度　事務事業評価シート

施 策 532

事 業 名

根拠法令

関連計画

実施基準 実施方法 直営

事業内容

議会質問

の 状 況

そ の 他

特記事項

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度

330 320 5,524 1,111 440 675

299 59 5,037 411 113 675

179

299 59 5,037 411 113 496

90.6% 18.4% 91.2% 37.0% 25.7% 100.0%

節 金額 節 概要 金額 節 概要 金額

需用費 263 報償費 講師謝礼 26 需用費 チラシ印刷 138

役務費 148 需用費 セミナーチラシ印刷 75 役務費 事業者宛案内送付 17

役務費 セミナー周知 12 委託料 アドバイザー派遣 520

執行率（％）

一般財源

平成２９年度（決算）

経 過

区独自基準

男女共同参画を推進する 部内優先順位

ワーク・ライフ・バランス推進事業 3

平成21年度　庁内検討会、事業主向け勉強会（内閣府アドバイザー派遣事業）、事業主座談会等実施
平成22年度　ワーク・ライフ・バランスセミナーの事業主向けセミナー開催（以後毎年）

なお、事業化される前年の平成20年度は、「男女共同参画の推進・普及・啓発」事業の枠組みの中で、ワーク・ライフ・
バランスセミナーを実施した。

男女共同参画社会基本法、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章、仕事と生活の調和推進のための行動
指針、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律　　墨田区女性と男性の共同参画基本条例

平成28年度に実施した墨田区内事業所実態調査の結果を踏まえ、関係機関と連携して、ワーク・ライフ・バランス（仕
事と生活の調和）や女性の活躍の推進に努めるため、
①毎年、事業者向け及び区民向けのセミナーを、それぞれ開催している。
②平成29年度に啓発冊子を作成し、配付している。
③今年度からアドバイザー派遣事業を開始（女性の活躍推進、働き方改革及びワーク・ライフ・バランスの推進に取り
組む区内の中小企業に、社会保険労務士をアドバイザーとして派遣）する。

開始年度 平成21年度 終了予定

（他区の状況・年間スケジュール・関連部署等）
年間スケジュール
①６月：区内事業者対象セミナー（東京都共催）　②９月：個人向け対象セミナー（東京都共催）　③２月：事業者向け対
象セミナー

予算・決算額推移（千円）

予算現額（事業費）

決算額（令和元年度は見込み）

国

都

その他

財 源

啓発冊子の印刷

啓発冊子の配布

概要

予算・決算の内訳（単位：千円）

平成３０年度（決算） 令和元年度（予算）

目 的
誰もがともに支え合いながら、あらゆる分野で平等に参画する機会が確保され、個性と能力を発揮
できる男女共同参画社会の実現を目指すため、仕事と生活の両立について支援する体制を構築す
る。

人員体制・委託先 常勤２

主管課・係（担当）
人権同和・男女共同参画課

男女共同参画担当

5608-6512

対 象 者 区在住在勤者及び区内事業者



指　標 単　位 人

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１

目標 30 30 30 30

実績 14 - 8

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 35 35 35 40 40 40

実績

指　標 単　位 ％

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１

目標

実績 65.6

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 62.5 60

実績

改善・見直しのうえ継続

課題・問題点

平成28年度実施の区内事業所対象実態調査において、ワーク・ライフ・バランスを推進する際の課題の１位は、「ノウ
ハウ不足」であった。そのため、区として先進事例紹介等ノウハウの周知に努める必要がある。しかし、当課主催で、
事業者向けのセミナーを開催しても、受講者が少ない実態にあるため、効果を望むことは難しい。そこで、東京都との
共催によるセミナーを開催しているが、今後も関係機関との連携をさらに図ることとする。

手 段 に

対する指標

( 活動指標 )

ワーク・ライフ・バランスや女性活躍を啓発するセミナーの
参加者数（区単独主催）

40 30

指標の選定理由及び目標値の理由

【指標の選定理由】区内事業所を中心に、ワーク・ライフ・バランスや女性活躍の推進への関心度が測れる。
【目標値の理由】参加者一人あたりのコストを基準年の半分にするため、２倍以上の参加者数を目指す。

目 的 に

対する指標

( 成果指標 )

「家庭や社会での役割が、性別で固定されている」
と思う区民の割合

60 37

指標の選定理由及び目標値の理由

【指標の選定理由】女性も男性も誰もが、充実した職業生活とその他の生活との調和が図られるためには、固定的役
割分担意識が阻害要因として深く影響するため。
【目標値の理由】本指標は、基本計画の指標であるため、目標値も同じにした。

関係機関と連携し、ワーク・ライフ・バランスの推進に取り組む必要がある。

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

事 業 の

成 果



令和元年度　事務事業評価シート
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事 業 名

根拠法令

関連計画

実施基準 実施方法 一部委託

事業内容

議会質問

の 状 況

そ の 他

特記事項

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度

10,022 13,422 13,732 13,846 13,776 14,204

9,636 12,908 13,246 13,440 13,228 14,204

150 154

9,636 12,908 13,096 13,286 13,228 14,204

96.1% 96.2% 96.5% 97.1% 96.0% 100.0%

節 金額 節 概要 金額 節 概要 金額

報酬 7,948 報酬 非常勤報酬等 8,006 報酬 非常勤報酬等 8,740

委託料 4,068 委託料 情報誌作成等委託 3,569 委託料 情報誌作成等委託 3,668

役務費 371 役務費 情報誌配布業務委託 388 役務費 情報誌配布業務委託 409

需用費 213 需用費 事務用品等購入 236 需用費 事務用品等購入 187

男女共同参画を推進する 部内優先順位

女性センター事業費 4

目 的 女性の自立及び意思決定の場での活躍を促進し、男女共同参画を推進するため、各種
事業を実施する

主管課・係（担当）

人権同和・男女共同参画課
すみだ女性センター

03-5608-1771

対 象 者 区民

男女共同参画基本法、女性活躍推進法、すみだ女性センター条例及び施行規則、墨田区女性と男性の共同参画基
本条例、
墨田区男女共同参画推進プラン、配偶者暴力防止法、

区独自基準 人員体制・委託先 常勤4・非常勤3、　委託先：㈱ユアン

財 源

国

都

その他

○　男女共同参画推進のための講座等の企画実施（男女共同参画の基礎を学ぶ連続講座「すずかけ大学」、
　　 対象別講座：乳幼児の保護者向け、中高年男性向け、働く人向け女性活躍応援講座等）
○　区民からなる各種委員会の運営（区長付属機関「運営委員会」と４つの協力委員会、開催随時）
○　すみだ女性センター登録団体、各種団体との共催事業実施（登録団体：朗読会、キッズコンサート等
　 　各種団体：東京仕事センターとの再就職支援講座等）
○　すみだ女性センター登録団体等の育成（実行委員会形式で実施する「すずかけひろば」、「利用者懇談会」等）
〇　墨田区男女共同参画情報誌「すずかけ」の発行（年2回、区内各施設、事業所、町会自治会等に配布）　等

経 過

　 平成2年度 終了予定

○　平成２年度の開館以来、事業を実施している。
○　平成１８年完全施行された、墨田区女性と男性の共同参画基本条例において、男女共同参画推進の拠点施設と
　　 位置付けられた

（他区の状況・年間スケジュール・関連部署等）

予算・決算額推移（千円）

予算現額（事業費）

決算額（令和元年度は見込み）

一般財源

執行率（％）

予算・決算の内訳（単位：千円）

平成２９年度（決算） 平成３０年度（決算） 令和元年度（予算）

概要

非常勤報酬等

情報誌作成等委託

情報誌配布業務委託

事務用品等購入



指　標 単　位 人

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１

目標 2000 2000 2030 2040

実績 1921 2022 2029

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 2050 2060 2070 2080 2090 2100

実績

指　標 単　位 ％

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１

目標

実績 49.2

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 55 60

実績

R7

指標の選定理由及び目標値の理由

墨田区の男女共同参画推進の拠点施設であり、区民の意識を指標に用い、区基本計画と同様の数値を目標値とす
る

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

事 業 の

成 果

手 段 に

対する指標

(活動指標 )

講座参加者総数

2100 R7

指標の選定理由及び目標値の理由

啓発講座の性格上、集客数のみを目標とするのではなく、継続して関心を持つ人を徐々に増やす活動として、目標値
を設置した

目 的 に

対する指標

(成果指標 )

「男女共同参画が進んでいる」と思う区民の割合

60

現状維持
行政ならではの分野での啓発事業を継続している。更に区民の参画を募り、
事業を展開していく。

課題・問題点

啓発が届きにくい層への働きかけの方法が課題である
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事 業 名

根拠法令

関連計画

実施基準 実施方法 一部委託

事業内容

議会質問

の 状 況

そ の 他

特記事項

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度

26,007 26,552 22,680 21,849 22,092 24,752

24,963 23,810 20,960 20,684 20,628 24,752

5,454 5,084 5,087 5,336 5,292 5,388

19,509 18,726 15,873 15,348 15,336 19,364

96.0% 89.7% 92.4% 94.7% 93.4% 100.0%

節 金額 節 概要 金額 節 概要 金額

委託料 6,924 委託料 夜間等施設貸出業務委託 6,865 委託料 夜間等施設貸出業務委託 7,399

負担金補助及び交付金 5,324 負担金補助及び交付金 管理費・積立金・電気料 5,179 負担金補助及び交付金 管理費・積立金・電気料 9,365

役務費 2,886 役務費 清掃委託 2,814 役務費 清掃委託 3,157

需用費 2,185 需用費 館内消耗品 2,247 需用費 館内消耗品 1,494

工事請負費 1,971 工事請負費 施設維持管理工事 2,070 工事請負費 施設維持管理工事 1,822施設維持管理工事

一般財源

執行率（％）

予算・決算の内訳（単位：千円）

平成２９年度（決算） 平成３０年度（決算） 令和元年度（予算）

概要

夜間等施設貸出業務委託

管理費・積立金・電気料

清掃委託

館内消耗品

財 源

国

都

その他

○　ホール、会議室、和室、ロビー等施設の貸出事務、それらの使用料徴収等に関する業務
○　施設の維持管理に必要な点検、修繕、物品購入、業務委託等に係る業務
○　マンション理事会、ビル管理関連、自衛消防組織等との調整と関連業務　等

経 過

開始年度 平成2年度 終了予定

区民、区議会議員、区からなる「墨田区婦人問題を考える会」が「墨田区における婦人問題解決のために」を提言とし
てまとめた、この中で、婦人会館の設置が提言されたものである。その後、墨田区婦人問題対策協議会が、「すみだ
女性センター（仮称）構想」を提言し、設置へと向かった。
区は、押上二丁目地区第一種市街地再開発事業地内、建物名称「セトル中之郷」の1階から3階の一部に、すみだ女
性センター設置を決定。区内唯一の男女共同参画推進のための拠点として平成2年7月27日開館。

（他区の状況・年間スケジュール・関連部署等）

予算・決算額推移（千円）

予算現額（事業費）

決算額（令和元年度は見込み）

対 象 者 区民

男女共同参画基本法、女性活躍推進法、すみだ女性センター条例及び施行規則、墨田区女性と男性の共同参画基
本条例、墨田区男女共同参画推進プラン

区独自基準 人員体制・委託先 常勤4・非常勤3、　委託先：㈱ユアン

男女共同参画を推進する 部内優先順位

女性センターの維持管理 5

目 的 区民に対し、男女共同参画推進のための活動を行う場として、女性センター各施設を提
供する。この安全を維持するために必要な管理を行う。

主管課・係（担当）

人権同和・男女共同参画課
すみだ女性センター

03-5608-1771



指　標 単　位 ％

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１

目標

実績 49.2 46.8 42.9

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標

実績 60

指　標 単　位 ％

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１

目標

実績 49.2

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 55 60

実績

現状維持 区民に一定程度の認知を得て、活動の場として機能している

課題・問題点

施設老朽化による維持費の増大と、区民ニーズに合わせた改修の必要性（トイレの洋式化、AV機器の入れ替えな
ど）が高まることが懸念される

R7

指標の選定理由及び目標値の理由

墨田区の男女共同参画推進の拠点施設であり、区民の意識を指標に用い、区基本計画と同様の数値を目標値とす
る

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

事 業 の

成 果

手 段 に

対する指標

(活動指標 )

貸出施設稼働率

60 R7

指標の選定理由及び目標値の理由

安全で快適な施設維持を行いながらPRを行い、稼働率２割増をめざす

目 的 に

対する指標

(成果指標 )

「男女共同参画が進んでいる」と思う区民の割合

60



令和元年度　事務事業評価シート
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事 業 名

根拠法令

関連計画

実施基準 実施方法 一部委託

事業内容

議会質問

の 状 況

そ の 他

特記事項

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度

4,630 4,714 4,747 4,729 4,753 4,792

4,503 4,538 4,670 4,670 4,671 4,792

4,503 4,538 4,670 4,670 4,671 4,792

97.3% 96.3% 98.4% 98.8% 98.3% 100.0%

節 金額 節 概要 金額 節 概要 金額

委託料 4,555 委託料 相談業務委託 4,548 委託料 相談業務委託 4,753

報償費 65 報償費 講師謝礼 77 報償費 講師謝礼 39

需用費 50 需用費 事務用品等購入 47 需用費 事務用品等購入 0

男女共同参画を推進する 部内優先順位

DV予防啓発経費 6

目 的 DV予防啓発のため、正確な知識と情報の提供を行う講座等の企画運営と、相談事業を
行う

主管課・係（担当）

人権同和・男女共同参画課
すみだ女性センター

03-5608-1771

対 象 者 区民

男女共同参画基本法、配偶者暴力防止法、すみだ女性センター条例、墨田区女性と男性の共同参画基本条例、墨
田区男女共同参画推進プラン

区独自基準 人員体制・委託先 常勤4・非常勤3

財 源

国

都

その他

・女性のためのカウンセリング＆DV相談
・DV予防啓発事業実施

経 過

開始年度 平成2年度 終了予定

開館当初から、相談事業を実施している。また、DV予防啓発事業についても、被害者、加害者それぞれの視点から
正しい理解を得るための講座、護身術講座、学校へ出張してのデートDV予防啓発講座など、様々な視点、形態、対
象でで実施し、予防啓発を継続している。なお、男女共同参画推進事業とDV予防啓発事業は、明確に分けて実施す
るものではないため、今年度予算から、啓発事業実施経費とそれに必要な消耗品費は、可能な限り女性センター事
業費に一本化した。

（他区の状況・年間スケジュール・関連部署等）

予算・決算額推移（千円）

予算現額（事業費）

決算額（令和元年度は見込み）

一般財源

執行率（％）

予算・決算の内訳（単位：千円）

平成２９年度（決算） 平成３０年度（決算） 令和元年度（予算）

概要

相談業務委託

講師謝礼

事務用品等購入



指　標 単　位 ％

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１

目標

実績 55.5

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 70 80

実績

指　標 単　位 ％

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１

目標

実績 49.2

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 55 60

実績

R7

指標の選定理由及び目標値の理由

墨田区の男女共同参画推進の拠点施設であり、区民の意識を指標に用い、区基本計画と同様の数値を目標値とす
る

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

事 業 の

成 果

手 段 に

対する指標

(活動指標 )

配偶者や交際相手から暴力を受けた時に、相談できる機
関があることを知っている区民の割合

80 R7

指標の選定理由及び目標値の理由

DV予防啓発には、正しい知識の普及が不可欠であり、その経過における相談数、講座参加者数の増加と、DV実態とは単純な相関
関係にはなく、指標に用いることが難しい。このため、区民意識調査による相談窓口の周知度を区民意識調査をもって指標とする。
H24調査からH29で1.5倍の区民半数超の周知を得たことから、更に1.5倍程度を目標値とした。

目 的 に

対する指標

(成果指標 )

「男女共同参画が進んでいる」と思う区民の割合

60

現状維持
相談事業は、DV関連の相談窓口の選択肢のひとつとして認知されており、相
談件数、新規相談者数とも大きな増減はなく、一定した貢献をしていると考えら
れる

課題・問題点

働く女性の増加と共に、夜間・休日の相談の必要性が高まることが予想される
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事 業 名

根拠法令

関連計画

実施基準 実施方法 一部委託

事業内容

議会質問

の 状 況

そ の 他

特記事項

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 令和元年度

829 710 683 683 691 688

747 667 625 665 678 688

747 667 625 665 678 688

90.1% 93.9% 91.5% 97.4% 98.1% 100.0%

節 金額 節 概要 金額 節 概要 金額

需用費 665 需用費 書籍等購入費 678 需用費 書籍等購入費 686

役務費 0 役務費 督促ハガキ郵送費 1 役務費 督促ハガキ郵送費 2

目 的 情報資料コーナーの運営

人員体制・委託先 常勤4・非常勤3、　委託先：㈱ユアン

主管課・係（担当）

人権同和・男女共同参画課
すみだ女性センター

03-5608-1771

対 象 者 区民

決算額（令和元年度は見込み）

国

都

その他

財 源

書籍等購入費

督促ハガキ郵送費

概要

予算・決算の内訳（単位：千円）

平成３０年度（決算） 令和元年度（予算）

男女共同参画を推進する 部内優先順位

情報資料コーナー経費 7

開館当初から設置し、館独自で事業を実施していたが、平成２１年１０月から、墨田区図書館オンラインシステムを導
入し、図書資料等の相互貸出を行っている。

すみだ女性センター条例及び施行規則、墨田区図書館条例

男女共同参画関連資料の収集及び区民への閲覧、貸出を行う
○男女共同参画関連資料の選定、購入、閲覧、貸出関連業務
○新聞（一般紙、女性新聞）、雑誌の購入、閲覧、貸出
○墨田区図書館との連携に係る業務(交換便、連絡調整、館内整備等）
○区民向け閲覧用パソコンに関連する業務　等

開始年度 平成2年度 終了予定

（他区の状況・年間スケジュール・関連部署等）

予算・決算額推移（千円）

予算現額（事業費）

経 過

区独自基準

執行率（％）

一般財源

平成２９年度（決算）



指　標 単　位 冊

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１

目標

実績 4026 3994 5035

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 8000

実績

指　標 単　位 ％

最終目標値 目標年度 基準年(H28) H29 H30 Ｒ１

目標

実績 49.2

R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 55 60

実績

貸出冊数で比較すると、墨田区図書館と連携した年度は1898冊、３年後の２４
年度には3426冊、現在に至るまでに緩やかだが着実に上昇しており、区民へ
の周知が年々進んでいると判断される

評価結果 評価についての説明・今後の方向性等

事 業 の

成 果

墨田区の男女共同参画推進の拠点施設であり、区民の意識を指標に用い、区基本計画と同様の数値を目標値とす
る

課題・問題点

図書館業務について専門知識が必要な場面があり、ひきふね図書館との連携が必須である

手 段 に

対する指標

(活動指標 )

年間図書貸出冊数

8000 R7

指標の選定理由及び目標値の理由

情報資料コーナーの利便性を周知し、すみだ女性センターの区民への周知度向上を図ることをめざし、利用者の倍
増を目標とする

目 的 に

対する指標

(成果指標 )

「男女共同参画が進んでいる」と思う区民の割合

60 R7

指標の選定理由及び目標値の理由

現状維持


